



























































（1） John kissed Mary.





















































（5） a.　John chased Mary.
























（6） a. 　John broke the vase.






























































































（8） a.　I am Mary.
 b.　I am happy.




（9）  a.　I like baseball.
















（10） a.　*He was went to the shop.
 b.　*He must a doctor.
 c.　*I was happyed.  （白井 （2012: 125－126））
be動詞の説明については多くの中学校用教科書で、日本語の「〜です」に該当するというような
説明がなされているが、この説明には問題がある。Shirahata （1988）が指摘するように、「です」と

















（11） a.　I am not happy.
 b.　Are you happy?
（12） a.　*I like not baseball.




（13） a.　I do not like baseball.







（14）　 Yama-ga  taka-k-ar-ta. 
mountain-Nom  high-pred.cop-dum.cop-Past












































（18）　I was sad but soon I was so happy, because there is Izu  （JEFLL: 02015）






（20）　 Mr Oka:  Well, there are several sushi restaurants in this town. 
Emma:  Is there one with an English menu? 
Mr Oka:  Yes, there is.  It’s in front of the station.












（21）　Without her contributions failed to come in.  （原口・中村 （編） （1992: 207））
（22）　 She played a significant role in collecting contributions in order to establish the museum. 
Without her contributions failed to come in.  （寺内・飯野・巴 （2010: 52））
寺内・飯野・巴によれば、（21）のような文を和訳させた際の正答率は21%であったが、（22）のよ
うに前置文脈情報を与えると正答率が33%まで上昇し、両者の間に統計的な有意差が見られた（t = 










（23） a.　John was clever to punish the dog.  （Stowell （1991: 105））
 b.　It would be clever of John to punish the dog.
 c.　To punish the dog would be clever of John.  （ibid.: 109）
（24） ?*［（太郎が）花子を助けるの］-が優しかった。 （Honda （2016b: 230））






























１　本論文は 2016 年 10 月 19 日に投稿した論文であり、その時点における最新の学習指導要領は、現行の学習指
導要領（中学校学習指導要領は 2008 年 3 月に告示（2015 年 11 月一部改正）の文部科学省 （2008）、高等学校学









える表現は、“Thank you.”や“Nice to meet you.”などのように、文構造が分からなくても決まった表現とし
てすでに定着しているものと考えられ、中学校１年次にあえて be 動詞から始める必要はないと考えられる。
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